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 火針療法における操作上の必要事項
１． 穴を定める

２．消毒

３．針体の加熱

図3-3
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図 3-3　針体を炎に入れ加熱する

４．刺入

５．火針の置針問題

第１章　緒論
第１節　賀氏針灸三通法の概略

第２節　針灸三通法の形成

第２章　微通法
第１節　微通法の概念
第２節　針に熟練するための身体
トレーニングと気の練功

第３節　微通法の施術

第４節　正しい刺激量の決め方

第５節　刺激の効果と臨床実践
第６節　適応症と注意事項
第７節　典型的な症例の治験

第３章　温通法
第１節　火針療法の歴史

第２節　温通法のメカニズムと適応症

第３節　温通法の針具

第４節　温通法の施術

第５節　温通法の刺法

第６節　典型的疾患の治療例

第４章　強通法
第１節　瀉血療法の歴史
第２節　強通法のメカニズムと応用

第３節　強通法の針具と刺法

第４節　強通法の禁忌と注意事項

第５節　典型的な疾患の治療例

［参考資料］賀氏針灸三通法によ
る頸椎症治療265例の臨床報告
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図 4-5　②血を搾り出す

３． 挑刺法

４． 囲刺法

図4-6

５． 密刺法
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第４節 ◉  強通法の禁忌と注意事項

図 4-6　①患部の周囲に囲刺法を行う②血を搾り出す


